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 令和８年９月１２日（土）仙台市宮城野障害者福祉センターにて、「スポーツウエルネス

吹矢体験教室」を開催しました。障害のある方と地域の方を合わせて２５名の方にご参加い

ただきました。 

 宮城県スポーツウエルネス吹矢協会より、大友由紀子会長含め９名の方を講師にお迎え

し、呼吸法から吹き矢の礼儀作法まで丁寧にご指導していただきました。初めて参加される

方にも分かりやすく説明していただき、安心して取り組める雰囲気の中で活動を行うこと

ができました。 

 スポーツウェルネス吹矢は、５ｍから１０ｍ離れた円形の的をめがけ、息を使って矢を放

ち、その得点を競うスポーツです。年齢や性別を問わず、誰でも気軽に楽しむことができ、

ゲーム感覚で参加しながら健康づくりにもつながるスポーツとして注目されています。特

に、腹式呼吸を意識して行うことで、健康維持やリフレッシュ効果も期待できるとのことで

した。 

 誰でも参加しやすいスポーツであることから、当日は車いすをご利用の方や片麻痺のあ

る方など、さまざまな方にご参加いただきました。公式ルールでは５ｍの距離から行います

が、今回は初めての方にも楽しんでいただけるように、３ｍの距離から挑戦していただきま

した。複数の講師の方がそれぞれ丁寧にサポートしてくださり、和やかな雰囲気の中で在宅

教室を進めることができました。 

 吹矢を楽しんだ後には、参加者の皆さまにもご協力いただきながら、使用した筒の清掃な

ども行いました。参加された方からは「矢が的に当たる音が大きくて気持ちいい」「思って

いた以上に難しかったが、とても楽しかった」といった感想がきかれ、終始和やかな雰囲気

の中で交流を深めることができました。 

 今後も、在宅教室を通して地域の皆様が楽しみながら参加ができる活動を継続、大切にし

ていきたいと考えています。 

 


